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　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．　緒　　　　　　言
　筆者は既に野村益盛氏の協力により･，盲学校における理科教育中各種教材の実験指導方法につき
て発表しｏ)~(6)，また，雨村晴康氏の協力の下に光に関する教材の取扱い方についても発表した(7)
次に盲学校理科教材中，小学校低学年，高学年並びに中学校関係のものにつき，その取扱い方の困
難なるものを夫々７－８群に分けて考察且処理し(8)~U(1)_而して之等の研究に対する工夫等，今後
の問題点についてものべてみた(Il)_そして以上の困難は主として盲生の視覚機能の障害のために起
因するものであり，且これが対策として視聴覚的方法(感覚的方法)の利用に対する考察をも必要
とするに至ったが，そこで放送教材の利用ということについても研究してみためであるが(12)，筆者
はこれ等の研究と共に盲学校教育現場の実態を把握することの必要を感じたので，全国の盲学校に
対し理科教育に関する調査を依頼した処，その解答を集めることが出来たので，今回はこれにつき
考察報告してみたいと思っている．
　なお，本調査を行うにあたり，御協力下さった全国各地の盲学校の校長，教頭並びに関係諸先生
に謝意を表すると共に，なお本調査の一部は科学研究費に依ったものであることを記し，併せて此
処に謝意を表する次第である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　２．　調　査　の　方　法
　全国67校の盲学校に対し，下記の如き事項に対する調査を依頼した．それは手紙によりその解答
を求めたもので，その調査事項は次の如きものである.
　(1)貴校，中，高部における理科担当教員数および各人，週担当時間数.
　(2)その人々の理科内部および理科以外の担当科目名，
　(3)その他事務，研修，給食等の仕事担当の有無.
　(4)舎監兼担の有無，学級担当の有無，
　(5)点字盤作成其他点字に関する仕事担当の有無／
　(6)理療科担当の教官で理科の授業を兼担していますか.
　(7)小学部の理科の授業は如何にして担当指導していますか.
　(8)学級園の有無および整備概況
　(9)理科実験室専属助手の有無
　圀　理科実験器具の整備概況
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　ai)盲学校における理科実験の準備が，一般学校に比してずっと手数のかゝる事項およびその理
　　由
　(12)貴校に於て指導困難な実験を工夫されし例．　　　　　　　　　　　犬
　(13)ラジオ・テレビ番組を理科学習指導に利用していますか．　　……：･，．
　㈲　中，高部理科指導計画と理療科との関連を如何に考えてカリキュラムを作って居られます
　　か．
　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ．　調　査　の　結　果
　この解答は依頼校67校中38校(56. 7 96)が解答をよせた．そしてその結果をまとめてみると大
体次の如くである．
　先づ中，高等部における理科担当教官数は１－５名であり，それも各学校の規模により異る模様
である．そして小人数の処は概して理科専任（理科関係科目の･み担当）が多い様である．
　次に担当時間数であるが，最高は27時間であり，勿論少ない人は数時間である亦，之等の人々は
後に記する様に色々の授業以外の仕事を沢山担当している様である．また担当内容としても中，高
兼担，高等部のみの二種類が多い様である．而して高等部においてその担当する科目の内容はどう
かというと，物理，化学担当（20％），物理，生物担当（20％），化学，生物担当（20％）であって，
物理，化学，生物３科目担当は（35％）であって最も多く，特にこれは理科専任者に多い様である．
また，この３科目中１科目宛分担しているのは僅か（５％）であって甚だ少ない．また全般的に地
学は教授していない様である．
　次に理科担当教官の他教科兼担科目数であるが，１科目兼担のものが45. 'i96で最も多く，２科目
兼担のものが36.2 96でこれに次ぎ，13科目兼担（15.8％）と４科目兼担（2.5％）とが少々ある．
ざてその兼担科目の内容であるが数学が33. i96で圧倒的に多く，体育と英語が夫々12.196でこれに
次ぎ，道徳と国語が9.3％でこれに次ぐ，その他社会，図工等の兼担（夫々･6.5％）がありまた家庭
　（2.7％）保健（1.4％）等の兼担もある．この仙に理療科の科目を兼担してい‘るものと医学史の講
義をもっているものか夫々１名宛ある．
　その他多数の者がホームルームやクラブ活動を担当していると報告されている．
　さて，教科担当の仕事以外のもので何かあるかとの問いに対する答えとしては，一番多かったの
は保健厚生の仕事であり（８名），その内，部長をしている者（２名）もあり，次いでカウンセラー
または指導係の仕事をしている者が多かったが（７名），この内３名は主任であった．さて教頭職
にある者が５名，中学部主事または中高部主事の職にあ.る者も５名あったか，これ等の人々の担当
授業時間数は比較的少なかった様である．次に給食係（４名），庶務係（３名），防火管理事務（３
名），研修係（２名），放送設備管理（２名）i育英事務（２名）等があり，あとは１名宛であるが，
行事，購買，製本，園芸，図書館運営，身体障害者手帳交付事務，ＰＴＡ会計，臨床会計等の仕事
をしている．
　次に舎監および学級主任であるが，26.3％の者が舎監を兼ねており，65.3％の者が学級主任を兼
ねている．なお点字盤作成その他点字に関する仕事であるが，これに関する仕事を正式に担当して
いる者は２名に過ぎず，その他１名は若干これに関与し，１名は随時これを行っていると解答して
いる.他に点字に関する研究としてこれを行っていると報告した者が２～３名いる.さて，理療科教
　師の理科授業兼担は１名もなかったのであるが，前述の如く理科教師で理療科を兼担している者
が１名いる状況である．次に理科実験室専属助手であるか，何れの学校においてもこれは無いとの
回答であった．
　さて，小学部の理科担当については72. ^96の学校が学級担任の形式で行っていると答えており，
11.1％の学校が４学年まで学級担任,5,6年は理科主任担任，8,3％の学校が３学年まで学級担任，
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4年以上理科主任担任々なっている．　そしてこの他に２年以上理科主任担任の学校１校と小学部に
おいても指導教科別担任を行っている学校が１校ある．
　次にテレビ並びにラジオの視聴であるが，38校中，利用していない学校が14校（36.9％）あり，
いくらか利用する･.,必要に応じて随時利用することいった程度の学校が11校（29％）で，あと13校
はラジオまたはテレビを視聴させて授業中にこれを取り入れているのであるが，その中でラジオ並
びにテレビを共に視聴させて授業に利用している学校は僅かに２校にすぎない．あとの11校はラジ
オのみを聴取させてこれを授業に利用しているといった様な状況である．そしてこの利用は特に小
学部において盛であり，特にホームセットの利用は小学部に多く，中学部および高等部において
は，録音による利用が多い様である．そしてその番組も小学部における番組「けんちゃんのたんけ
ん」，「ユーちゃんの理科ノート」の利用が多く，また高等部においては「今日の科学」を聴取さ
せている様である．そして中学部理科番組のなくなったことを遺憾に思うと述べている学校や，盲
学校生徒の経験領域等を十分に考え‘yこ上で作成される理科番組が特に欲しいと訴えているものもあ
る．次にテレビ視聴であるか，これは小学部および中学部において各学年のテレビ理科教室を櫛聴
させている様である．
　さて，実験室であるが，これを備えている学校は30校（78％）であり，あと2.校は建築中である
ので，無いのは６校（15.7％）ということになっている．そして実験室のない６校中，準備室のみ
あるのが２校である．また実験室のある30校中１校は今改造中であると答え，９校は設備不十分と
のべている．そしてこの実験室を他教科と,共通に使用しているところが５校あり，その内理療科の
解剖学と共通に使用しているもの４校，普通教室にも使っているもの１校ある．また実験室と準備
室と共にあるものは６校にすぎない．勿論よいところでは水道，ガス，電気等の設備かあり，実験
台もあって大体一通りの実験が出来ると答えた学校もあるけれ共，かゝる学校は僅少であった．
　次に学級園であるが，25校（66％）にはこれかおり，13校（34％）にはこれがない．併しながら
この13校中の１校には学校園というものがあって別の管理に属し，もう１校は農園を有していて，
これまた理科以外の管理下にある様である．また１校は近く出来る見込みとの解答であった．また
この学級園のある25校中１校は改修中であり，１校は整備中であると解答して来た．そして学級園
とはいゝながら理科教室で使用しないもの力句校あり，あと12校は小学部で利用し，３校は小，中，
高等部で利用している．而してあと４校は使途不明であるが，その内１校は小規模であるとの解答
であった．また，小学部で利用しているという12校中でも色々であって，実験には不十分なものや，
一部のみで利用しているものや，全部で１坪という様なものもあれば，各クラスで利用しているも．
のもあり，そして各々４?～８?というのが２校あり，総計30?という学校や50坪という様に広大
な学級園を有している学校もある．また小，中，高三部で使用している処では，分割管理をしてい
るところもある様である．
　さて，実験室内の器具であるが，各校の解答表現形式が色々と異るので十分にこれをのべること
は困難であるが，理振法により少し宛備って来たというのが大体の傾向であり，その中には相当あ
りとか設備良好とかいっているものが２校，一通り実験出来る程度といっているもの４校，而して
基準に満たされぬものが多いとのべているものが１校あり，中には機械はあるが，その14は使用に
たえずと解答している学校もある．
　次に理振法の充実を百分率で表わしている学校が13校あるが，その内80％1校，50％2校，40％
2校,･35％3校，30％2校，28％％3校，25％1校となっており，而も全体の学校共通として費用
不足を訴え，特に消耗品費の不足をあげている．また盲入用特殊器具が不十分であるということを
多くの学校からのべており，中には教官の工夫製作によるものを活用してこれを充たしていること
をあげている学校もある．
　次に盲学校における理科実験の準備が一般学校に比してずっと煩雑であると思われる事項および
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その理由については，各校で相当書いていただいたのであるが，これを大体次の如くまとめてみた．
　先づ盲人に適する理科教具が少ないので，器具を主として触覚または聴覚によって理解出来る迄
に改造或いは作成しなければならない．そしてそれは現在殆んど市販されていないので，教師自身
が製作準備しなければならない．また，普通の市販品そのまゝでは無理が多く，それを改造するた
めに余分な手数と余分な費用を必要とする．
　また，これ等は盲生の取扱い易いものでなければならないし，且実験装置の説明の時には個々の
装置を分解して触察させれば或程度理解させ得るのであるが，全体を把握させるのがむづかしい．
なお此の生徒自身に実験の全部分を体験させる様な器具の充実がむづかしい．そしてこの器具は分
解結合の出来るものであることか望ましい．また，普通学校よりも理振法による購入内容が制約を
うけることから，教師の手製による教具を用いねばならない．また理振法による設備には盲入用の
諸種の計器があかっているが，現実的には入手困難であるから，この様なものは特別扱いにして現
物支給して欲しいという希望もある．その上視力があればなんでもない実験でも盲学校では非常な
危険を伴う場合が多いので，そのため安全策を準備しなければならない．
　以上述べて来たが，盲学校における理科指導において触覚その他の感覚によって知識理解を深め
て行かなければならぬことが大部分であり，盲生の理解可能な範囲認識と教具，実験器具，機械等
の改良をしなければならないと思うし，又可能な実験，不可能な実験の見きわめが困難である．ま
た，測定，観測が不正確または視覚にたよらねば理解出来ぬものは不可能であるため，出来る丈単
純化して直観的に理解出来るものの撰択も必要と考える．直観的な利用のしかた，指導領域の把え
方等は工夫か必要で，その計画準備に時間がかゝる．　　　，
　次に一般学校では前の準備並びに後の片付けには生徒を手伝わ甘られるが．盲学校の生徒にはそ
れか出来ない．またそれは半盲生でも危険であり且不正確である．そして教師は時間毎に準備せね
ばならないので厄介である．特に破損危険度の大きい実験器具を取扱う準備については，その取扱
いは殆んど教師の手を要することになる．また，実験内容毎に組分けされた一連の装置をあらかじ
めまとめて用意した所定の位置におくことがむづかしい．特に大部分の学校は用具戸棚の数不足と
他の実験への転用などを必要とするのでこの困難が甚しい．
　さて，盲学校では生徒間に相当の視力の差があり,.従って全盲生，半盲生双方に適する実験を考
えねばならない．それ故個別指導を徹底せねばならない．そのためにも各人に当るだけの員数か必
要になってくる．斯様なわけであるから，時前研究を十二分にしておく必要かあり，時前に用具の
.形態,.構造，動作などに,ついて触知させなければならないし，　また比較対象的物をその場に持って
来て触れられる様にしておかねばならない．また視力を必要とする部分をあらかじめ教師が進めて
おかねばならない．そしてそれは特に危険防止について注意をする必要がある．また盲学校の生徒
は寮生活をしている者が殆んど大部分であるため，一般家庭からならた易く入手出来る材料でも，
教師一人の手によって集めなければならない．すなわち本来ならば生徒各自が用意持参すべきも
の，例えば細かい半消耗的資料であっても教師側においてこれを用意しなければならないことがた
びたび起ってくる．
　なお，取扱い難い教材として，危険薬品（強酸，強アルカリ）を用いる生徒実験，光学，色彩，
また光学等の実験観察，電気実験中の例えば火花放電の如きもの等があげられており，そしてなる
べく聴覚，触覚，臭覚，味覚等を利用して観察させる様に装置を工夫せねばならないとのべている．
　次に，中高部理科指導計画と理療科との関連についてであるか，この理科と理療科との関係とい
　うことは，盲学校の理科教育中においても甚だ重要なことと考えられるのであるが，この調査によ
　ると，殆んどか或いは全くその関連を考えていないという学校か10校(26. 5%)あり，話しあって
　重複をざける程度の学校が15校(13.2%;)であって，あどの23校（60.3％）が関連を考えていると
　いうことになる．そしてその関連にも重複点の省略ということと基礎科目の履修増強という二様の
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考え方があるが，特に前者においては，生物関係（人体，生理，衛生）の教材か重複するので，こ
れを省略している学校が５校程ある．また理療科における電気器具の取扱いの操作に必要な電気教
材の指導に時間をかけたり，また，或学校ではクラブ活動時においてこの点に力を入れさせたりし
ている様なところを合わせて３校ある．そしてその他の学校ではむしろ理科における指導内容が理
療科において知識を得る場合の基礎になるという考え方の下にこれを行っている様である．そして
大体において高等部における物理，化学，生物等の諸科目の配当を考えている様であるが，そこに
は一貫したものはなく，生物に重点を置いている学校，それも生化学に重点を置いたり，または，
解剖，生理，衛生等に重点を置いている学校，それから化学（特に有機化学）に重点を置いている
学校，また，物理（特に電気関係）に重点を置いている学校等色々あり，その履習のさせ方も一様
ではない．そしてこれ等は概して高等部における理科主任の専攻が物理であったり，化学であった
り，生物であったり，することによって大いにその重点指向が左右される様に思われる．
　また，中には，中学部において物理・化学を重点的に教えて高等部においては生物を重点的にせ
よという学校もあるけれ共，大体において中学部においては，一般教養的なものとして理科を教
え，高等部より関連させる様にしてこれを行うといった学校がはるかに多い様である．
　また，関連科目としてその･中でも，例えば電気一般，アルコール，水銀，クレゾール石鹸液，イ
オッ，蛋白質，惨透圧等の項目をカリキュラムに取り入れ，これに重点を置いて指導する様に計画
している学校もある．また理療科に関する事項を理科において問題の中に取り入れる様に努力して
いる学校もある．
　以上は主として本科についてのべたのであり，また卒業生が全部理療師になるという想定の下に
これを行っているわけであって，只今考えられていることは中学部における理科はなるべく一般の
中学校に近づけて教養的なものとし，高等部における理科の内容は将来．全生徒が理療科へ進むと
いう仮定の下にその専門科目履習の基礎となる様な教材を教授する様に考えて行ったらよいのでは
ないかと思われる．なお各盲学校において指導困難な理科実験の指導を工夫した例が幾つか報告さ
れているけれ共，本論文においては紙面の都合により，今回はこれを省略し，後日において紹介し
たいと思っている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．　考　　　　　察
　筆者は全国67の盲学校宛にこの調査を送って依頼したのであるが，残念ながら全部の解答を得
ず，38校の解答を得た．併しながらこれは，たとい56.1%の解答率とはいえ，解答された学校は何
れも理科教育に対して比較的強い関心を持っている学校であるということを考える時，この調査が
全国盲学校における理科教育の現状を調査したという効果は十分あった様に思われる．
　そしてこれによると理科担当教官数は，各学校において１－５名で而かも理科専任教官というも
のは比較的少なく，他教科と兼担している教官が多いということが分った．また，その担任におい
ても中・高等部兼担，中・小学部兼担，または小・中・高等部兼担の者が多く含まれており，そし
て高等部理科内における各科目も，物理・化学･･生物と３科目を指導する者が最も多く，あとこの
中の２科目宛を担当している者は略々同数であり，この３科目を'1科目宛分担している者は甚だ少
ない．
　次に理科以外の他教科の兼担は１科目兼担のものが最も多く，２科目兼担これに次ぎ，また３科
目兼担のものもあり，また僅かながら４科目兼担の人もいる．それで学級数の少ない一般の中，高
校の様相を呈している学校か多い様である．その上，一般の中・高校の教師の如く，同じ教育内容
を幾つかの学級へ行って教えるという様なことはなく，１時間毎にその教授内容が異っているので
あるから，この点においても負担過重になっているということが考えられる．そして兼担科目とし
ても数学を兼担する者が圧倒的に多く，体育と英語がこれに次ぎ，道徳並びに国語兼担者の数がこ
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れに次ぐ，また理科の教師が理療科の授業を担当すること力倫んどなくj理療科の教師が理科の授
業を担当するものも全然ない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　次に教科担当以外の仕事としては，教頭の職にある者や，中等部主事または高等部主事を兼ねて
いる人もあり，これ等の人々は概して授業担当時間数が少ないが，その他の人々は授業担当時間数
も多く，最高27時間から十数時間まである．そして一番多いのは，保健厚生の仕事，指導係の仕事
であり，次には給食係・庶務係・防火管理事務・研修係・放送設備管理・育英会事務等を行ってい
る．　また舎監は全体の25％位の者が兼任しており，学級担任は65％のものがこれを兼ねている．併
し盲学校における特別な仕事としての点字作成等の仕事を正式に兼任してこれを行っている者は甚
だ少ない．さて，以上を考えてくると，盲学校における理科担当教師の負担は一般学校理科担当教
師に比べて梢々過重の様に思われる．
　次に小学部の理科担当は大部分の学校では学級担任の形式でこれを行っているのであるが，一方
１年より３年或いは４年まで学級担任で，上級は理科専任教官か担当している様な学校も相当ある
様である．
　また丿テレビ・ラジオの理科学習への利用であるが36. 9 %までがこれを利用せず，随時利用が
29.9％であるので，常時利用しているのは, 33.2?^にすぎず，その大部分はラジオ番組の学習への
利用で，特に小学部に多く，而かもホームセットの利用が大部分であるが，録音して利用している
ところもあり，中等部以上ではこれが多い．そして利用されている番組は，「けんちゃんのたんけ
ん」，「ユーちゃんの理科ノート」および「今日の科学」と，現在放送されているラジオ理科番組を
一通り聴取しているのであるが，これを送り出す放送局の側でもこの点をよく考慮して，中学校向
けラジオ理科番組を復活すると共に，盲人向けの放送番組の出ることを望むものである．
　次にテレビ利用校は僅か２校にすぎないけれ共，半盲生は勿論のこと，全盲生に対してもテレビ
視聴をやらせることによってその学習効果があがるということは，段々と研究の結果分りつゝある
ので，今後それを推進すべきものと思われる．要するにテレビ・ラジオの利用は今後の問題として
盲学校では大いにこれを理科学習指導中に取り入れて行くべきであり，特にラジオ番組の利用をす
ゝめたい．また放送局としてもテレビの普及と共に，ラジオの利用がこれに代る傾向にあるが，ラ
ジオ番組を最後まで利用してくれるものは盲学校であるということを充分認識して，盲学校向けの
番組を今後大いに考えてやらねばならないと思われる．
　次に理科実験室であるが，これを有しない学校が２－３校あるか，大抵の学校はこれを有してい
る様である．そして設備良好という学校は極僅かであって大部分は設備の不完全を訴えている．ま
た理療科にもこれを共通して使用している学校や，普通教室として授業にこれを使用している学校
もある．それでこれから考えると，理科実験室は，今後共水道・電気・ガス等の設備を加えて改造
整備せらるべきものであり，且理科専用のものとなり，その上準備室を伴う様なものにすべきでは
ないかと思われる．
　次に学級園であるが，多ぐの学校にはあるか，中にはこれを持たない学校もあり，また有してい
ても理科指導用に使わずに他目的に使用しているところもある．そしてこの面積の広い学校もある
が，大抵は１学級に4?－8?位のものか多く，而かも大体小学部のみである．中には，小・中・高
等で分割管理している処もあるが,出来れば,この様に小・中・高夫々の学級にかゝるものが有る程
度の広さか確保され且，盲人への理科教育用としての植物を植えた学級園を作ることが望ましい．
　次に理科実験室内の器具の整備状況であるが，これなら実験が一通りは出来る程度という学校も
１－２校ある様であるか，大抵は不十分であり，理振法の点で行くと多いのは80％，少ないのは25
％となっている．そして各校共，費用の不足を訴え，特に消耗品費の不足をのべている．そして盲･
学校では一般学校の器具そのまゝを使用するのでは，盲人に理科を教授することは困難であり，理
振法の枠内で盲学校理科実験用と指定されたものでも中々入手困難であるため，盲学校理科担当教
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師の自作による教具を多く使わねばならない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　'
　併しながら何れの盲学校の理科実験室にも助手は置かれていない．理振法では高等学校理科実験
室には助手が置かれる様になっているが，一般学校よりも準備と整理に著しく多くの手間を要し，
而かも高等部まで有する盲学校の理科実験室に助手がいないということは全く矛盾を感ずるもので
ある．
　次に盲学校における理科実験の準備が一般学校に比してはるかに煩雑であると思われる事項およ
びその理由については,･前述の如く　．,盲学校は一般学校よりは理振法によって購入品の制約を受け
るし，且特殊なものは入手困難である．その他一般学校と異って教師の手製によらなければ，理科
実験をなすことは困難である．すなわち触覚・聴覚などを利用して理科指導の研究を行なわなけれ
ばならないし，この点は筆者等のこれまで発表したところにもあり゛1)｀(7)，また各地の盲学校でも
研究されている．
　そして全盲生および半盲生かおり，各生徒毎に視力の差があるので各人に適する様，多岐にわた
って用意をしなければならないということは，一般学校に比し多くの器具を必要とする他にこれを
盲入用に作りかえて行かねばならないということである．
　その他に理科授業の前後の準備を一般学校の如く生徒に手伝わせることが出来ない／とくに盲人
では危険を伴う場合がしばしばある．また，一般学校においては家庭において用意して持って来さ
せることが出来るものでも，盲学校では殆んど全部が寮生活をしているために，これを集め.ること
が困難であって，教師の手によ‘つて用意せねばならない．それから前に筆者ものべた如くC8)~(I1)
現地連行をして生徒自身に採集，観察を行わせる様な教材でも，これまた教師の手で準備せねばな
らず，従って斯様なものが沢山あり，盲学校理科教師の実験準備への負担が一般学校教師よりも過
重であることが分ると共に，将来盲学校において理科の授業を担当する教師を養成するには，一般
学校に行く理科教師どなるための必要上の履修科目を取得する他に，特別な指導をすることが必要
となってくることが分ると思う．
　次に中・高等部理科指導計画の理療科における教授内容への関連であるか，過半数の学校はこれ
等の関連を考えているといっているか，―つの考え方は重複点の省略ということであり，それには
生理関係(人体・生理・衛生)の教材が双方に重複するのでこれを省略している学校か５校程ある．
もう一つの考え方は，理療科における履修科,目の基礎となる様な教材に重点を置いて，これを高等
部の時代に履修させるということであって，一つは理療課程に最近電気療法が出て来ているので，
高等部の時に電気教材をよく教えて置くということ，また高等部時代に生理および有機化学に関す
る教材に重点を置いて教授して行くということである．なお関連科目として，例えば電気一般・ア
ルコール・水銀・クレゾール石鹸・イオン・蛋白質・惨透圧等の項目をカリキュラム中に取り入れ
て，重点を置いて指導する様に計画をたてている学校や，また理療科に関する事項を理科の学習中
においてなるべく問題の中に取り入れる様に努めている学校もあり，以上の点については今後研究
を積み重ねて行かな･ければならないものと思われるが，概して中等部における理科は，教養的の性
格を帯びており，高等部における理科はなるべく理療科の基礎科目としての性格を帯びさせている
ものと考えてよかろうと思うし，その内容詳細にわたっては，今後の研究が必要になるものと思わ
れる．勿論，小・中・高等部における理科の授業時間数不足ということも一つの原因となっている
様である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．　要　　　　　約
　上述の諸点から考えてこれを要約すると大体次の如くになるのではないかと思われる．
　ぽ)筆者は全国67校の盲学校宛に理科教育に関する調査を依頼し，38校より解答を得た.
　12)理科担当教官は，小・中・高等部と各部兼担する者や，中・高等部において理科以外の教科
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を１－４科目兼担し，小規模の一般中・高校の様相を呈している.
　（3〉盲学校の理科担当教師の指導する授業は，一時間毎にその内容が異っており，一般学校教師
の如く同じ内容のものを数個の学級において教授する様などとはないので，負担過重になる.
　（4）また，盲学校教師は舎監その他教科以外の雑務が比較的多い.
　（5）理科指導に対するラジオの聴取利用ということは来迎十分とはいえないが，それでも平常時
利用の学校は33.2^で且小学部にこの利用か多い．而してテレビの利用は僅か２校にすぎないが，
テレビ・ラジオ共今後大いに研究利用さるべきものではないかと思われる.
　（6）理科実験室は大部分の学校にあるが，完備せるものは少なく，大部分のものは改装して内部
設備をする必要かある様に思われる.
　（7ト学級園は，小・中・高等部で各々理科指導に利用出来るだけのものを保持するには概して不
足している様である.
　（8）理科実験器具の整備状況は，理振法で考えると，80－25％であり，而かも一般学校の如き器
具では盲生の指導に困難なものか多く，そのため教師の自作工夫した器具によることが多い.
　（9）盲学校は一般学校よりも理振法による購入品の制約を受けるし，生徒中には全盲生・半盲生
がいて，一般学校向け理科実験器具ではそのまゝその役に立たず，時前に教師の工夫改装による準
備が必要である．また一般学校の如く，時前の準備，時後の整理に生徒を手伝わせることは不可能
である.
　㈲　一般学校では生徒の家から持って来させたり，外へつれていって採集させたりすることの出
来るものでも盲学校ではこれが出来ないという様なものが沢山あり，･これ等は教師自身の手によっ
て時前に準備せねばならない．
　皿）全国何れの盲学校理科室にも助手はいない．併し理振法に依れば，全国高校理科室には助手
を配属する様になったのである．そして一般学校よりも理科指導の準備に一段と手間力功いり，且
高等部まで有する盲学校の理科室にも，当然助手の存在が必要になってくるのではないかと思われ
る.
　（12）盲学校理科と理療科との間のカリキュラム関係については今後研究されなければならないと
思われるか，大体において，中学部の理科は教養的性格を帯び，高等部の理科は理療科への基礎科
目としての性格を帯びさせる様に考えたらよいと思う.
　Q3)盲学校において理科を担当する教師の養成にあたっては，一般学校に勤務する理科担当教師
養成上必要な科目の他，特に理科教育法並びに理科教材研究の講義科目中において，特別な内容を
有するものを履ｲ底させる必要がある．そのためには，特定の教員養成大学に盲学校理科教師養成講
座を設立することか必要になってくるのではないかと思われる．，
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